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坂
下
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

　
　
　
　
　

会
長　

大
貫　

健

４
月
９
日
㈯
、
91
人
の
ご
出
席
を

頂
き
令
和
４
年
度
の
総
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
３
年
度
決
算
、
本
年
度
予

算
他
全
議
案
の
ご
承
認
頂
き
成
立
し

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
年
も
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
会
の
事
業
に
関
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
や
む
な
く
中
止
の

事
業
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
私
達
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
基
本
は
「
み
ん
な
で
交
流

し

ふ
れ
あ
い
・
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
工
夫
し

て
頑
張
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
以
下

の
重
点
目
標
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

重
点
目
標

１　

各
支
部
お
よ
び
自
治
会
に
対
す
る
組

織
力
の
強
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
住
民
の
参
加

を
促
進
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
強
化
を

図
る
。

２　

地
域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
と
支
え
あ
い

体
制
を
強
化
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
地

域
づ
く
り
に
努
め
る
。	

３　

自
然
災
害
へ
の
対
応
（
施
策
）
を
行

政
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

４　

行
政
と
の
協
働
及
び
各
種
団
体
と
の

連
携
強
化
に
努
め
る
。

以
上
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
様
、
最
近
地
震
が
多
発

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
恐
ろ
し

さ
を
少
し
思
い
出
し
ま
す
。

災
害
発
生
後
は
、
こ
の
地
域
で
も
水

道
・
電
気
が
止
ま
り
、
生
活
に
大
変
苦

労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時

い
か
に
近
所
の
人
達
の
思
い
や
り
・
支
え

合
い
が
重
要
で
あ
る
か
を
身
に
染
み
て
感

じ
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
と
な
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
、
自
治
会
活
動
の
回
覧
、
資

源
ご
み
当
番
、
地
域
の
共
同
作
業
や
町
内

会
の
懇
親
会
お
よ
び
文
化
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
っ
て
「
ふ
れ
あ

い
」
か
ら
、
思
い
や
り
・
支
え
合
い
の
心

が
育
ま
れ
る
も
の
、
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
治
会
・
町
内

会
を
大
切
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
お
よ
び
ご
家
族
の
方

と
も
ど
も
、
今
年
度
が
健
康
で
元
気
に
過

ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

顧　

問　

大
塚　

雅
夫

会　

長　

大
貫　

健

副
会
長　

吉
村　

毅　

（
総
務
部
）

　
　
　
　

本
田　

和
夫
（
総
務
部
・
生
涯
学
習
）

　
　
　
　

大
越　

憲
一
（
調
査
広
報
部
）

　
　
　
　

武
藤　

公
男
（
環
境
美
化
部
）

　
　
　
　

鈴
木　

勝
治
（
文
化
部
）

　
　
　
　

寺
門　

修
一
（
体
育
部
）

　
　
　
　

鈴
木　

弘　

（
青
少
年
育
成
部
）

　
　
　
　

黒
澤　

敏
昭
（
防
災
防
犯
部
）

　
　
　
　

吉
成　

秀
昭
（
地
域
福
祉
局
）

監　

事　

小
室　

邦
治
・
大
貫　

純
市

《
坂
下
地
区
委
員
の
紹
介
》

　

市
民
と
行
政
を
つ
な
ぎ
「
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
委
員
で
す
。
各
種

ご
相
談
等
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

◎
土
木
委
員

（
令
和
４
年
４
月
～
６
年
３
月
）

　
　

宮
田　

秋
文
（
大
橋
・
田
中
内
・

　

茂
宮
地
区
担
当
）

　
　

吉
田　
　

浩
（
石
名
坂
地
区
担
当
）

　
　

星
野　

博　

（
南
高
野
地
区
・

久
慈
団
地
担
当
）

　
　

照
沼　
　

洋
（
東
小
沢
地
区
担
当
）

◎
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

＊
募
集
中
で
す
。

◎
地
域
福
祉
推
進
委
員

　
　

小
森　

利
朗

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
　

金
澤　

	

章

　
　

照
沼　

洋

　
　

佐
藤　

淳

◎
行
政
相
談
員

　
　

小
林
れ
い
子

新
年
度
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の

ご
あ
い
さ
つ

令
和
４
年
度
《
役
員
・
支
部
長
紹
介
》

（
以
下
敬
称
略
）

各地区支部長

奇数月１日発行
発　行　者

日立市坂下地区
コミュニティ推進会

編集者
調査広報部
TEL 52-3155
FAX 53-9122

http://www.net1.jway.

ne.jp/hitachi-minami/

支部名 支部長氏名

大　橋 茅根　和男

田中内 大内　康平

茂　宮 赤津　　実

石名坂 鈴木　信幸

石　団 櫛田　行宏

赤羽根 丹野　清吉

南　団 戸田　　潔

市営AP 國井　沙織

南高野 椎名　　宏

久慈団 高橋　和幸

上神田 菊地　　誠

下神田 木名瀨俊郎

下土木内 武藤　憲夫

児　島 坂本　　明

留 大貫　純市

坂下地区コミュニティ推進会総会を開催



令和４年（2022 年）５月 25日（2）第 442 号 坂　下　だ　よ　り

《
今
年
度
の
主
な
行
事
予
定
》

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
募
集
等
は
、
か
わ
ら
版

や
回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
不
法
投
棄
監
視
員
（
左
表
１
）

※
不
法
投
棄
等
の
相
談
は
、
監
視
員
ま
た

　

は
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
違
反
広
告
物
撤
去
推
進
員
（
左
表
２
）

〒319-1231
日立市留町 2799－1
℡ （５２）２３５０

手打ちそば
ま　る か　つ

名物  けんちん（鉄鍋）　　
10月～夏前

丸 勝
酒･たばこ･食料品・青果 

―電話一本配達ＯＫ― 

 

南南高高野野団団地地内内  

 
 
 

 

①久慈浜しらす丼セット
②毎週金曜日 １９： ００～
　　アコースティックライブ
　　　　　　　　　　　　　開催

髙野 清吾 

日立市大和田町 1-10-17

℡(５２)２５８１ 

髙野精米所髙野精米所
  

籾すり・精米加工
精米販売

杉山酒店
日立市南高野町 3‐17‐8

℡（５２）３６６１  

４
月

あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動

菜
の
花
ま
つ
り
→
中
止

５
月

役
員
支
部
長
会
議　
　
　
　
　
　

ゴ
ー
ヤ
の
種
配
布

６
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
個
人
）

安
心
安
全
サ
ポ
ー
タ
連
絡
会
全
体
会

防
災
講
演
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

女
性
の
健
康
講
座

７
月

健
康
講
座　
　

地
区
懇
談
会

防
災
研
修　
　

カ
ン
ナ
育
成
調
査

久
慈
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
中
止
）

元
気
っ
子
体
験
広
場

８
月

夏
休
み
相
談
室

ク
リ
ー
ン
デ
―

９
月

敬
老
会
（
中
止
）

落
書
き
消
し
巡
回

10
月

坂
下
ウ
ォ
ー
ク

文
化
・
芸
能
発
表
会
（
40
周
年
）

施
設
見
学
会

11
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
団
体
）

自
主
防
災
訓
練
・
歩
く
会

朗
読
会

12
月

福
祉
の
つ
ど
い
・
坂
下
ま
つ
り
（
未
）

セ
ン
タ
ー
全
館
清
掃

マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

１
月

賀
詞
交
歓
会

新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

あ
す
を
担
う
青
少
年
を

　
　

み
ん
な
で
育
て
る
集
い

２
月

歴
史
講
座　
　
　

落
書
き
消
し
巡
回

科
学
講
座

３
月

七
曲
り
通
学
路
整
備

福
祉
局
全
体
会

氏　　名
（支　部） 電話番号 担当地区

川端　　匡
（田中内） 53－0576 大橋・田中内・茂宮

木梨　博文
（石名坂） 53－9920 石名坂・石名坂団地赤羽根団地
下口　　勉
（南高野） 53－0927 南高野・南高野団地市営AP・久慈団地
武藤　公男
（下土木内） 53－0300 上神田・下神田・下土木内

川﨑　弘幸
（留） 52－1856 児島・留

表１　不法投棄監視員担当地区一覧

表２
 違反広告物撤去推進員一覧

支部名 推進員氏名

代　表 武藤　公男

副代表 桜井　　勇

大　橋 柴田　正弘

田中内 小圷　秀樹

茂　宮 横山　正明

石名坂 木梨　博文

石　団 和氣　知夫

赤羽根 佐川　憲彦

南　団 秋田　悦弘

市営AP 藤田　好子

南高野 下口　　勉

久慈団 及川庄次郎

上神田 氣田　和典

下神田 木名瀨俊郎

下土木内 武藤　憲夫

児　島 小圷　弘幸

留 大貫　伸一

坂下地区コミュニティ推進会の予算
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交
流
セ
ン
タ
ー 

事
務
長 

天
下
井
一
雄

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
水
害
時
の
避

難
場
所
の
設
置
を
」
と
い
う
強
い
要
望
に

よ
り
、
昨
年
の
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
避

難
階
段
の
設
置
工
事
が
去
る
３
月
ま
で
に

完
了
し
ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
の
多
目

的
ホ
ー
ル
の
屋
上
を
避
難
場
所
と
し
、
そ

こ
へ
避
難
す
る
た
め
の
階
段
で
す
。

本
格
的
な
工
事
に
先
立
ち
、
昨
年
の
８

月
に
は
設
置
場
所
の
地
質
調
査
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
深
さ
10

メ
ー
ト
ル
ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
、
詳
細

な
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

正
面
駐
車
場
に
工
事
事
務
所
用
の
仮
事

務
所
が
建
設
さ
れ
、
工
事
現
場
と
そ
う
で

は
な
い
場
所
を
区
分
け
す
る
た
め
の
フ
ェ

ン
ス
が
作
ら
れ
、
10
月
15
日
頃
か
ら
本
格

的
な
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
特
に
寒
い
冬
と
な
り
ま
し
た
が

寒
い
中
で
も
順
調
に
工
事
が
進
み
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
工
事
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で

神
田
町
の
洪
水
避
難
施
設
の
設
置
工
事
も

進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
交
流
セ
ン

タ
ー
の
施
設
よ
り
は
大
規
模
で
、
３
階
建

て
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
も
の
で
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
最
初
の
お
披
露
目

は
４
月
９
日
㈯
の
坂
下
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
総
会
終
了
後
に
な
り
ま
し

た
。
会
終
了
後
、
希

望
さ
れ
る
方
に
階
段

を
上
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
災
害
は
発

生
し
て
ほ
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
災
害

時
の
備
え
と
し
て
頼

も
し
い

設
備
に

な
る
と

思
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
左
記
19
名
で
、
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
坂
下
だ
よ
り
の
発
行
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

副
会
長　

大
越　

憲
一
（
田
中
内
・
委
員
）

部　

長　

浜
島　

浩
子
（
石
名
坂
・
委
員
）

委　

員　
　

茅
根　

順
子
（
大
橋
）

　
　
　
　
　

井
上
悠
紀
子
（
茂
宮
）

　
　
　
　
　

中
根　

忠
彦（
石
名
坂
団
地
）

　
　
　
　
　

宇
須
井
京
子（
赤
羽
根
団
地
）

　
　
　
　
　

坂
野　

順
一（
南
高
野
団
地
）

　
　
　
　
　

渡
邊　

文
夫
（
市
営
Ａ
Ｐ
）

　
　
　
　
　

吉
村　

徹
也
（
南
高
野
）

　
　
　
　
　

中
村　

進　
（
久
慈
団
地
）

　
　
　
　
　

生
田
目
壽
彦
（
上
神
田
）

　
　
　
　
　

前
野　

房
雄
（
下
神
田
）

　
　
　
　
　

黒
澤　

弘
子
（
下
土
木
内
）

　
　
　
　
　

小
圷　
　

博
（
児
島
）

　
　
　
　
　

川
﨑　

善
司
（
留
）

編
集
委
員　

木
名
瀬　

敦（
地
域
福
祉
局
）

　
　
　
　
　

髙
野　
　

修（
地
域
福
祉
局
）

事
務
局　

天
下
井
一
雄（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　

〃　
　

小
川
さ
ゆ
り（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

 

     ℡ ５３－６６３２
留町１１２８

       

介護の相談 
なんでもお受けします！

 
 

 

 

 

 

       (
 

特別養護老人ホーム 
(長期入所)

ショートステイ(短期宿泊)
デイサービスセンター 
  (通所・日中お預かり)
居宅介護支援センター 

総合相談)

石名坂町２丁目１６番１
℡ ３２－７２１１ 

海の味
こまつ 小松水産

しらすパーク
日立市留町1039－1
TEL　53－6669
FAX　52－5509

 

 
 

営業時間 /AM9:00 ～ PM3:00
定休日 /毎週水曜日

【坂本中学区の人口】
世帯数　3,484 世帯
総人口　7,639 人
（男） 　3,789 人
（女） 　3,850 人

(令和４年４月1日現在 )

坂下地区コミュニティ推進会
久慈川日立南交流センター内
日立市大和田町２２０８
TEL　５２－３１５５
FAX　５３－９１２２

メール 
　hitachi-minami@net1.
　jway.ne.jp
ＨＰ
http://www.net1.jway.
ne.jp/hitachi-minami/

避
難
階
段
設
置
工
事
が
完
了

《清掃功労者の表彰》

　坂下地区コミュニティ
推進会総会において、大
貫健会長が賞状と記念品
をお渡ししました。

【団体】
  ・石名坂団地自治会
　　　　　　  ４区 殿
【個人】
  ・岡部　昭志　殿

◎
調
査
広
報
部
委
員

交流センター避難階段

神田町避難タワー



令和４年（2022 年）５月 25日（4）第 442 号 坂　下　だ　よ　り

４
月
23
日
㈯
に
今
年
度
第
１
回
目
の
草

刈
り
作
業
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
で
き
な
い
月
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
実
施
し
て
驚
い
た
の
は

そ
の
参
加
者
数
で
し
た
。
42
名
の
方
々
が

早
朝
よ
り
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
４
月

か
ら
12
月
ま
で
毎
月
１
回
、
利
用
者
の
皆

様
に
草
刈
り
作
業
等
を
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
12
月
だ
け
は
館
内
外
の
清
掃
と
な
り

ま
す
。
特
に
、
６
月
か
ら
９
月
は
早
朝
７

時
か
ら
の
作
業
と
な
り
、
ご
協
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

感
染
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
慈
川
に

か
か
る
常
磐

線
鉄
橋
下
の

河
川
敷
は
、

毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と

菜
の
花
の
黄

色
の
じ
ゅ
う

た
ん
で
お
お

わ
れ
ま
す
。

特
に
菜
の
花

の
見
ご
ろ
と

な
る
４
月
中
旬
に
は
久
慈
川
菜
の
花
エ
コ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
に
よ
る
「
菜
の
花

祭
り
」
が
行

わ
れ
て
い
ま

す
。今

年
の
お

祭
り
は
中
止

と
な
り
ま
し

た
が
、
４
月

16
日
㈯
「
久

慈
川
菜
の
花

畑
を
見
に
行

こ
う
」
と
い

う
取
り
組
み

を
行
い
、
お

お
み
か
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品
も
展
示
し
ま
し

た
。
こ
の
様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
Ｊ
ｗ
ａ
ｙ
で

も
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
菜
の
花
へ
の
関
心

も
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、日
立
と
い
え
ば
菜
の
花
、

菜
の
花
と
い
え
ば
日
立
と
い
え
る
よ
う
な

地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
赤
羽
緑
地
を
守
る
会
」
の
廣

瀬
泰
和
会
長
よ
り
、
春
に
先
駆
け
て
水
芭

蕉
が
届
き
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
守
る
会
の
皆
さ
ん

が
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

４
月
の
一
か
月
間
、
交
流
セ
ン
タ
ー
玄

関
前
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
郵
便
が

毎
年
行
っ
て
い

る
第
十
九
回
全

日
本
年
賀
状
大

賞
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
坂

下
絵
手
紙
教
室

の
中
澤
幸
造
さ
ん
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し

た
。中

澤
さ
ん
は
絵
手
紙
教
室
に
入
会
し
て

丸
二
年
、
非
常
に
研
究
熱
心
で
、
意
欲
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

入
賞
し
た
作
品
は
、
喜
寿
を
迎
え
た
幼

友
達
に
向
け
て
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

て
人
生
を
楽
し
も
う
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ

た
ら
会
お
う
な
。」
と
い
う
思
い
を
込
め
た

絵
手
紙
で
す
。
中
澤
さ
ん
は
、「
入
賞
す

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
心
を
込
め
た
言

葉
を
添
え
た
の
で
、
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の

か
な
ぁ
。」
と
遠
慮
が
ち
に
入
賞
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

絵
手
紙
教
室
の
指
導
を
し
て
お
ら
れ
る

稲
村
浤
先
生
は
、「
こ
の
教
室
で
は
、
そ
の

人
ら
し
さ
が
現
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
に

自
由
に
描
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
個
性

を
生
か
し
た
作
品
が
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。」
と
中
澤
さ
ん
の
入
賞
を
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
す
。

坂
下
絵
手
紙
教
室

　
第
一
・
第
三
金
曜
日
　 

十
時
～
十
一
時
半

　
久
慈
川
日
立
南
交
流
セ
ン
タ
ー
で
活
動

　
現
在
会
員
数
　
二
十
二
名

入
賞
！ 

年
賀
状
コ
ン
ク
ー
ル

草
刈
り
作
業

「
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
」

久
慈
川
の
菜
の
花
が

き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

今
年
も
水
芭
蕉
が
届
き
ま
し
た


